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LCAは 1969年のコカコーラ社の委託による MRI(Midwest Research Institute現フランクリン研究
所)における飲料容器(リサイクル可能なガラス瓶と使い捨てペットボトルの優劣)に関する環境影響
評価が基礎と考えられている 3)。その後， 1979年には LCA研究を目的とする SETAC(Society of 
Environmental Toxicology and Chemistry :環境毒物化学学会)が結成された。ヨー ロッパで、は 1984
年にLCAに関する研究結果がスイス連邦内務省環境局(BUWAL)，1990年には欧州|プラスチック製




















































に終了している。このデータは積み上げ法により収集されており， CO2， CH4， HFC， PFC， N20， SF6， 
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al，Jel + a2，je2 +・+ak，jek+. ..an，jen +dJ = e) 
これらを部門j=l，nについてベクトルおよび行列を用いて表すと式(2・3)となる。
また，
。11 a12 ・ α、I，n 
e~ ••• e 
2 -nll: 
α:，n 1+(司 d2 … dn)
αn_1 an_2 ・ an，n 
e = (e1 e2 ・ en) 










































αα 1 '_'12 αI.n 





































































































本研究では，部門数を399部門， 186部門， 93部門， 32部門に統合した場合について，それぞれ






























































































































































































































ノiノレ 。 。 。
化学工業 198.110 4.500 3.000 
石炭製品 71，873，805 4，759，179 8，056，000 
窯業・土石 。 。 。
銑鉄 196.952 60，223，398 48，901，000 
鉄鋼 92，104 148，883 10，235，000 
電力 。 。 。
自家発 。 。 。
その他 791，054 278，161 。




パルプ 1，581，364 4，018，057 2，310，000 
化学工業 2，911，641 3，840，632 777，000 
石炭製品 71，937，356 4，824，362 8，131，000 
窯業・土石 10，200，995 9，698，445 10，067，000 
銑鉄 2，696，005 63，084，952 51，114，000 
鉄鋼 293，196 581，926 10，506，000 
電力 38，369，089 40，842，836 41，475，000 
自家発 2，323，181 。 6，585，000 
その他 1，565，048 2，239，896 626，000 




パルプ 1.581.364 4.018.057 2.310.000 
化学工業 2，713，531 3.836.132 774.000 
石炭製品 63.551 65.183 75.000 
窯業・土石 10，200，995 9，698，445 10.067.000 
銑鉄 2，499，053 2，861，554 2.213.000 
鉄鋼 201.092 433，043 271，000 
電力 38，369，089 40，842，836 41，475，000 
自家発 2，323，181 。 6，585，000 
その他 773，994 1.961.735 626.000 



























































201101 アンモー ア 58，937 
201102 化学肥料 54，167 
202901 無機顔料 1，349 
202902 圧縮ガス・液化ガス 6，743 
203202 環式中間物 155，867 
207909 その他の化学最終製品 10，801 
212101 石炭製品 3，336，118 
221101 プラスチック製品 4，112 
252101 セメントー 2，303 
252301 セメント製品 1，590 
259909 その他の窯業土石 322，535 
261101 銑鉄 4.596.301 
261102 フエロアロイ 3，399 
261103 粗鋼(転炉) 284，815 
261104 粗鋼(電気炉) 26，480 
262101 熱間圧延鋼材 2，053，796 
262201 鋼管 451，648 
262301 冷間仕上鋼材 1，034，053 
262302 めっき鋼材 530，541 
263101 鋳鍛鋼 95，286 
263103 鋳鉄品及び鍛工品 1，700 
271102 鉛・亜鉛 62，171 
511102 事業用発電 3，021，502 
511104 自家発電 428，786 
512101 都市ガス 607，000 
合計 16，554，998 
2.4.5高炉ガス(BFG)
高炉ガス(BFG:Blast Fwnace Gぉ)の消費量は，エネノミラ表から 1995年のエネルギー転換部門(鉄












































r-"・ 0検入患を計上する給均一、問、 f ・ ×投入景を計としない給油ー¥
〈日本絡船に閉する給油分) ;外国経{tHi二関する給鴻分1











































".-- GMi己主~計上する給j問 ，一、 /・ ×抜出議安計上しない終;a-
i日ぷ絡機に閉する給油分、 、外陰j絡織に緩する給油分) I 
!①圏内線の圏内空港給油(貨物便含む) i I④外国の航空会社織の圏内空港給油 ! 
i②日本の航空会社機の国際線囲内空港*8;自'. (輸出特殊として計上) I 
'1 I 
|③日本の航空会社織の国際線海外空港給油:‘⑤外国の航空会社慢の海外空港給油 ; 






























































































































































































部門 iにおける原燃料種 kの消費量 mikに燃焼用途率 tikを乗じたものに，単位あたりの発熱量 qk
を掛け合わせたものをエネルギー消費量んとする。
hik = qktikmik (2・14)
-27国
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メlO¥cal x 107kJ 
原料炭 0.76 3.18 It 
一般炭・亜炭・無煙炭 0.62 2.60 It 
コー クス 0.72 3.01 It 
コークス炉ガス(COG) 0.48 2.01 11000Nm3 
高炉ガス(BFG) 0.08 0.33 11000Nm3 
転炉ガス(LDG) 0.2 0.84 11000Nm3 
原油 0.925 3.87 IkL 
A重油 0.93 3.89 IkL 
B重油・C重油 0.98 4.10 IkL 
灯油 0.89 3.73 IkL 
軽油 0.92 3.85 IkL 
揮発油 0.84 3.52 IkL 
ジェット燃料油 0.86 3.60 IkL 
ナフサ 0.8 3.35 IkL 
石油系炭化水素ガス(含製油所ガス) 0.94 3.93 11000Nm3 
炭化水素油 0.98 4.10 Ikl 
石油コークス 0.85 3.56 It 
液化石油ガス(LPG) 1.2 5.02 !t 
天然ガス・LNG 1.3 5.44 It 
都市ガス 4.19 11000Nm3 
回収黒液 0.3 1.26 1絶乾t
廃材 0.3 1.26 1絶乾t
廃タイヤ 0.857 3.59 It 
一般廃棄物 0.21 0.89 It 






























































































































































いた。このとき，高炉ガスおよび転炉ガスは，実際の組成に基づく CO2排出係数 35) (高炉ガス:










































































粗鋼(電気炉) 10，016 15，617 
フェロアロイ 2，363 2，330 






























































発生量 最終処分率 最終処分量 PM排出係数 PM発生量
mOOt % t kg-PM/t 
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! 原料炭 l 


























































































































次に，一般道路および高速道路の速度域を， 3km1h以上5畑山未満(3---5km1h)， 5---10 kmIh， 10 



















































3"'5 5"'10 10"'15 15"'25 25"'40 40"'60 60"'80 
0.0 0.3 1.5 1.5 40.2 41.8 4.7 
0.1 0.3 1.0 30.0 28.1 29.5 11.0 
0.0 0.2 0.9 43.9 25.5 26.5 2.9 
0.1 0.3 1.0 33.0 24.9 26.2 14.5 
0.1 0.2 0.7 48.4 16.8 17.8 16.0 
0.1 0.3 1.2 14.3 30.8 32.6 20.7 

























3~5 5~ 1O 1O~15 15~25 25~40 40~60 60~80 
o 0 0 0 0 0 0 
49 193 773 22，315 20，897 21，927 8，209 
o 0 0 0 0 0 0 
53 163 620 20，452 15，467 16ヲ267 9，005 
69 162 552 37，826 13，106 13，903 12，518 
7 22 80 966 2，086 2，204 1，403 
16 39 133 6，431 3ユ35 3，431 2，939 






































































































































15~25 25~40 40~60 60~80 
4，523 15，820 16，472 1，846 
93，735 87，778 92， 102 34，481 
37，114 21，547 22，420 2，451 
8，539 6，458 6，792 3，760 
151 52 55 50 
o 0 0 0 






















































3~5 5~10 10~15 
速度域別走行距離(10主m)
速度域(如巾)



























3"'5 5"'10 10"'15 15"'25 25""'40 40""'60 60.....80 


















表 2・25 ディーゼ、ル車に関する速度域別 PM排出係数
アイー ゼル車 速度域別PM排出係数(g/km)
車種区分 速度域(km/h)
3'""5 5'""10 10'""15 15'""25 25'""40 40'""60 60'""80 
軽乗用車
乗用車 0.049 0.03 0.021 0.016 0.015 0.016 0.021 
軽貨物車
小型貨物車(貨客車) 0.167 0.125 0.102 0.085 0.073 0.071 0.087 
普通貨物車 1.125 0.777 0.615 0.521 0.463 0.443 0.457 
パス 1.281 0.894 0.71 0.6 0.525 0.494 0.509 














揮発油 0.04 0.71 
軽油 0.13 2.23 
A重油 0.78 13.92 





























2・29に示す 4種の船舶を対象にした燃料種別排出係数 49)を用いたのしかし， PMについては軽油と
重油に関する排出係数 50)しか得られなかったため，全ての船舶で同じ値を用いたのまた，鉄道および
航空機に関しては表 2・30の値 50)を用いて算出した。 SOxの排出量は表 2・27の硫黄含有量による燃
料種別排出係数を用いた。
表 2・29 船舶に関する NOx• PM排出係数
軽酒 A董酒 B'C董酒




神、船(沖合，遠洋) 33.0 1.95 44.5 3.39 46.0 3.39 
漁船(沿岸) 37.4 1.95 38.0 3.39 39.9 3.39 
外航海運 75.7 1.95 77.1 3.39 80.9 3.39 
内航海運 58.8 1.95 59.8 3.39 62.7 3.39 
表 2・30 鉄道，航空機に関する NOx• PM排出係数
一腰戻
















発生源 NOx PM 
kg/l07kcal 
農業機械 41.32 7.4 













































































エネルギー消費と CO2排出原単位両方 17名，エネルギー消費量のみ 7名
⑤利用した原単位の年
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.E~鑑血広盆~データA 5 19 
データB 3 21 
データC 5 19 
データD 13 1 
データE 7 17 
データF 13 1 
データGH 3 21 
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出j， i一般政府消費支出J， i国内総固定資本形成(固定)J， i国内総固定資本形成(民間)J， i在庫
純増Jの6種に分類した国内最終需要額九iと輸出需要額ιに分割できる。そして，式(3・2)より部門













けるわが国の経済活動に関する総エネルギー消費量は 4，138Ecal (4，138 X 1015cal)と推計ー された口燃


































































年の総CO2排出量は 3.4億t-Cと推計された。B.C重油から 44Mt-Cと令j本の 13%)，- . .時支炭・ ~IE炭・る部門のうち， ["家計消費支出j部門による直接および間接に消費されるエネルギーは 2，I04Ecalと極
無煙炭から 41Mt-C， 12010，続いて揮発油，軽油，灯油となったC 非化イ1";燃料からの1JI:，'1¥であるわJj(めて大きい。
石は 16Mt-Cと50/0の寄与で、あった。資源別では， fi炭系燃料が 260/0，石川1系燃料が 57(%，パ然ガ「輸出」部門は6∞Ecalにも上り全体の 15%と「国内総固定資本形成(民間)に匹敵している。特に，
ス系燃料が 11%と発熱量あたりの炭素分が大きい，石炭系燃料の寄与がエネルギー消費散の場合と外洋船舶で、のエネルギー消費がその内 23%に当たる 139Ecalと大きく，船舶は海上，航空は上空で














































50 45 40 35 
燃料種別にみたCO2排出量(1995年)
直接的にCO2を排出した部門は図3・4から分かるよう，r電力・ガス・熱供給J部門が94Mt-Cと28(10
を占める。また， ["運輸」部門は 57Mt-C，["家計消費支出」による直接排出量は 40Mt-Cとほぼエネル
ギー消費量と同じ傾向を示した。 しかし，石灰石を消費するセメント業が該当する[窯業・ t:イ 1 製，~dHfj
門は3%)のエネルギー消費寄与から70/0のCO2排出寄与となったO また，["鉄鋼」古K)pr1もぜl"!k干i消費に
いえよう。
-農林水産業 -鉱. ロ食料品 ロ織錐製品-パルプ・紙・木製品 -化学製品 -右油・石炭製品 国策集・土石製品
-鉄鋼 -非鉄金属 ロ金属製品 -一般俊繊
-電気機嫌 -鮪送後械 -精密信繊 -その他の製造工黛製品
-建値 ロ電力・ガス・燃供給 ロ水道・廃棄物処理 ロ商業
回金融・保酸 図不動産 -運輔 ロ通信・放送
-公務 -教育・研究 歯医療・保険・社会保障 ロその他の公共サービス
ー対事務所サービス -対個人サービス -事務用品 阻分類不明
.~t十消費支出 .~吹昔十外消費支出 -民間消費支出 -一般政府消費支出





20 25 30 
CO2排出量(Mt・CI年)



























































わかるよう， B.C重油が 144万tと40(10を占め，続いて軽油が 80)J' tで220/0，A if(九tlが39h tで





-農林水産業 -鉱業 ロ食料品 ロ繊維製品
-パルプ・紙・木製品 -化学製品 -石油・石炭製品 回覇軍業・土石製品
-鉄鋼 -非鉄金属 口金属製品 -一般後械
-電気後械 -輸送後械 -精密織機 -その他の製造工黛製品
-建股 ロ電力・ガス・黙供給 ロ水道・廃棄物処理 ロ商業
回金融・保険 圏不動産 -遭愉 ロ通信・放送
-公務 -教育・研究 園医療・保験・社会保障 ロその他の公共サービス
-対事務所サービス -対個人サービス -司E務用品 圏分類不明
-家計消費支出 -家計外消費支出 -民間消費支出 -ー般政府消費支出





























など排出抑制技術が設置されている固定発生源からの排出は， r電力・ガス・熱fjtt1~J部門が 26万 t
で7%，r窯業・土石」部門が 17万 tで50/0の寄与と，消費されるエネルギーに対して極めて小さいr
一方， r農林水産業」では22万tで，このうち移動発生源の漁船から19)J t 0)排t1¥があるら
部門別にみたCO2排出量(1995年)図3-4
誘発部門を確認すると， r運輸」部門の 143万t(こ続き， r建設Ji~ijflfJ が 60 )Jtと17(%を，liめると「食
料品」部門への需要は全体の 60/で 21万tの排lJiを誘発しており， !l'(政f)H!¥{止の大きし¥r農林水産








を図 3-8にそれぞれ示すoSOτも NO~ 同様，わが国では脱疏装置の設慣がほとんどの施設で行われ
ていることから，移動発生源で主に使則される燃料種からの排出量が多い口 B・c最油が 123万 tと
670/0を占め， A重油が 26万tの 140/0，軽油が9万tの5(Yoとなったo [f!ilJi・発生源に該当する消費形
とが理由の一つである。












































































































排出を誘発した部門は「運輸jの81万tIこ続き， i建設J部門が~付記の 9(){) に+11 叶する 16 )J tとなっ
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部門別では「運輸j部門が 61%と大きく， r電力・ガス・熱供給J部門の寄与は 7%にとどまった。
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単価を用いて求めた。表 4・lに示す各部位の素材構成と重量を，表 4-2に鉛電池 1個あたりの素材
構成を示す。










部位 謂板(kg) アルミーウム(kg) 電烹銅(kg) ABS(kg) スァンレス(kg) 杢董(kg)
モーター 27 7 10 14 。 46 
コントロールユニット 2 0.7 1.1 0.2 。 3.6 
エンジン 95 17 3 。 。 116 
燃料タンク 16 。 。 。 。 16 
排気管 26 。 。 。 6 32 
表 4・2鉛電池 l個あたりの構成素材
構成物質 鉛(kg) 希硫酸(kg) ガラス繊維(kg) ポリプロピレン(kg) その他合金(kg) 全量(kg)




























口スアンゼルス 140 276 165 
オレンジ 40 64 39 
サンパナディーノ 25 40 35 
リバーサイド 23 27 15 
合計 228 407 254 
設置されている充電ステーションの多くはレベル 2とよばれる充電レベルで、あるO レベルは電力量
によって[~=分されており，レベル l はし1わゆるホーム充電にあたり，完全に充電されるまで約8時間を
































































































両速道路名 P.NS.A数 最大間隔 最小間隔 平均間隔
km km km 
道央自動車道 12 28.8 17.1 23.6 
東北自動車道 41 24.2 5.2 15.6 
常磐自動車道 1 20.6 9.6 15.4 
関越自動車道 16 23.0 7.3 14.5 
上越自動車道 8 26.7 17.2 21.2 
中央自動車道 20 24.6 8.3 16.4 
北陸自動車道 26 27.9 7.9 18.5 
東名自動車道 22 24.4 8.9 15.2 
名神自動車道 12 29.8 3.3 15.0 
中国自動車道 29 24.7 8.9 17.4 
山陽自動車道 20 42.5 9.0 21.0 
高松~松山自動車道 7 31.8 8.3 17.0 
九州自動車道 19 30.1 9.8 18.4 
長崎自動車道 7 19.9 10.1 14.9 
大分自動車道 6 27.4 14.5 20.0 
宮崎自動車道 4 27.3 11.4 20.2 





























構茂材 kg 構茂材 kg 構茂材 kg 
鉄 73 鉄 760 鉄 400 
銅 1 銅 20 銅 80 
アルミニウム fG 2400 アルミニウム 50 
ノミソコン 4.5 プラスチック 200 ブレーカ-6個 30 
カードリーダー 1.5 希硫酸(濃度30%) 560 サイリスタ 20 
デ、イスプレイ 2.25 ガラス 60 コンデンサ 6 
その他 6.75 合計 4000 抵抗器 6 































No." (glton' km) 















府 900箇所，神奈川県 870箇所，北海道 700箇所と続く。
各種充電機器の製造段階および設置段階における環境負荷量は CO2に関して，一台当たり充電ス
タンドから約 0.28t-C，蓄電池から 2.59t・C，また充電器は0.53kg-Cを誘発する。実際には l充電ステ
ーションに対し充電スタンドは複数台必要で、あるから，ここで lステーション当たり表4・3から3台の充
電スタンドが必要とすると， 1施設に対し蓄電池を併設する場合， 3.97t-CのCO2の発生となる。また同











































g 1 60 (4・3)
ただし，Lは Iガソリンスタンドにおける 1日当たりの乗用車用ガソリン販売量，1は l台当たりの平均











時間を 120分と設定した。よって， 1充電スタンド当たり 0.041給油ノズ、ルに相当することになる円充電
スタンド、換算給油ノズ、ル数にノズ、ル l本当たりの支持可能ガソリン乗用車数と利用頻度の比(ガソリン




表 4・8 充電ステーションに関する EV一台あたりの環境負荷量
充電ステーション設置条件 CO2 NOx SO" 
t-c/台 kgJ台 kgJ台
蓄電池併設 0.45 2.06 1.77 





















第 4章大気環境負荷原単位の LCAへの適用 第 4章大気環境負荷原単位の LCAへの適用
u(x)を地域月'Hこ作成したn 施設の利用割合と充電設備の利用割合は類似すると仮定し，式(4-4)に従
い，u(x)から各層の時刻別の充電開始確率p(x)を決定した。
p{x) = 24u(x-) (o壬X三24) (4-4) 
fu{x)改
したがって，時刻 fまでに充電を始める確率(全台数を lとした EV台数)N(t)は，














N c (t) = N{t) -N{t -T) (4・6)


















用日にはホーム充電はされず，ホーム充電は深夜時間帯のみ，午後 11時より l.5kW(100V，15A) 8) 
の電力で行うとした。また充電時の電力を送電端の電力に換算するために地域別の送配電損失率32)
(4-8) 










充電所要時開放に充電を終了し始める 1 1 山 ー -yフツ
~'_- N(t) 一-三三---------得一- N(t-T) 




















































36.75 53.45 36.75 
6.25 9.09勺 6.25 
0.52 0.38 0.52 







2 5.) 3.63 4.42 
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図4・9夏季(平日)における充電時の SOx排出強度の地域間比較
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第 4章大気環境負荷原単位の LCAへの適用 第 4章大気環境負荷原単位の LCAへの適用
表 4・1 各発電プラントの設備建設・運用等に関する環境負荷係数 4.11 LCI分析結果の地域別比較
環境賓荷項目 石衷友15 石活支方 LNG実方 原子芳 京方
CO2 (g-C/kWh) 25.9 12.1 41.1 5.6 4.7 
NOx (glkWh) 0.47 0.20 0.07 0.002 0.03 
SOx (g/kWh) 0.21 0.08 0.02 0.001 0.01 
EVの充電段階(走行段階)における排出量に車体製造，充電施設(蓄電池なし)の整備および廃












節 (g-C. glkWh) *) :rE薄蓮 買:rE 東尽 串蔀 :rE陸 関茜 甲閏 西国 充m 押寓
CO2 109.6 136.9 82.8 101.5 105.7 66.7 159.1 64.5 80.2 265.5 
春 NO. 0.52 0.42 0.17 0.16 0.31 0.12 0.44 0.30 0.18 0.77 
季 SO， 0.59 0.32 0.12 0.14 0.32 0.08 0.33 0.29 0.18 1.86 
CO2 121.4 155.3 87.1 120.0 100.4 81.1 176.7 88.0 109.6 253.0 
夏 NO. 0.57 0.49 0.18 0.19 0.29 0.15 0.50 0.41 0.24 0.74 
季 SO， 0.65 0.38 0.13 0.17 0.30 0.10 0.38 0.41 0.26 1.84 
CO今 136.3 147.5 91.9 99.4 116.8 65.9 167.2 76.7 86.2 254.8 
秋 NO‘ 0.64 0.47 0.19 0.16 0.34 0.13 0.47 0.36 0.19 0.74 
季 SO， 0.71 0.36 0.14 0.14 0.36 0.09 0.36 0.35 0.20 1.84 
CO2 134.2 148.6 95.0 130.9 148.0 76.0 179.1 126.3 118.5 257.8 
冬 NO. 0.63 0.46 0.20 0.21 0.43 0.13 0.51 0.59 0.26 0.75 
季 SO. 0.71 0.35 0.14 0.18 0.46 0.09 0.40 0.59 0.28 1.85 
年 CO2 125.4 147.1 89.2 113.0 117.7 72.4 170.5 88.9 98.6 257.8 
平 NO. 0.59 0.46 0.18 0.18 0.34 0.13 0.48 0.41 0.22 0.75 























































































































































































































出したの民(y)は式(4・11)に従うものとし(α=0.3， b=350) ， 30年後の地域別普及台数万を近年の登録台
数の増加率を参考に定めた 15)，36)。

















Rj(y) =ス(y)oj(y)+{町(y)一死か-l)Xep+es +gw)+ewJ;(y-α) 」一一Y一一J 、
① ②
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充電ステーションに蓄電池を設置する場合， EV一台あたりに換算すると， CO2が0.45t-C/台， No.¥" 
が 2.06kg/台， SOxが 1.77kg/台の排出量が推定された。蓄電池を設置しない場合は， CO2が


























較分析ーガソリン車と EVの比較，エネルギー ・資源、， 19， 73・78
6) 百lePlanning Center (1998)， EV Charge Strategic Plan. 
7) 岩井信夫(1998)，自動車の省エネルギー，エネルギー・資源， 19， 341・351
8) h抗p://www.epri-icon.com/































32) 通商産業省資源エネルギー庁公益事業部編(1998)，平成 10年度電力需給の概要 48，中和
印刷株式会社出版部
































































































































































































































































































































































第 5章地域特性を考慮した LCI分析手法の開発第 5章地域特性を考慮した LCI分析手法の開発
(5・14)
r D;.， 




















































36km 一一60km × 地域1[戸 1]
(5・12)
D; .， 











E. r LJk. ji 
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(生産製品1) [r=I] [r=2] [r=3] 
製品1 e1 e21 e¥ [1=1] 
製品2 e1 e22 &2 [1=2] 2 










(Y} Y2 Y3) = (X} X2 X3) ?
??


















複写機 10% 10% 20% 2併も 70% 70% 
ビデオ機器 20% 70% 10% 7(J'!c。 10% 20% 
カメラ 70% 20% 70% 1(J'!o。 20% 10% 
No.1 奈良 (43.5) 奈良(46.4) 奈良 (44.3) 奈良 (47.8) 奈良 (51.5) 滋賀 (52.0)
No.2 京都 (43.6) 京都 (46.4) 兵庫 (44.5) 滋賀 (47.9) 兵庫 (51.6) 奈良 (52.1)
No.3 兵庫 (43乃 和敏山 (46.5) 京都 (44.6) 京都 (47.9) 滋賀 (51.7) 兵庫 (52.2)
No.4 和歌山 (43.8) 兵庫 (46.η 和歌山 (44.9) 兵庫 (48.1) 大阪 (51.8) 大阪 (52.3)
No.5 大阪 (44.0) 大阪 (46.8) 大阪 (44.9) 和歌山 (48.1) 千葉 (52.0) 千葉 (52.5)
No.43 佐賀 (48η 北海道 (50.4) 広島 (49.6) 青森 (51.8) 熊本 (56.2) 青森 (56.6)
No.44 広島 (48.8) 佐賀 (50乃 佐賀 (49.6) 広島 (52.1) 福岡 (56.4) 福岡 (56乃
No.45 北海道 (48.9) 広島 (509) 北海道 (49.9) 佐賀 (52り 佐賀 (56.6) 佐賀 (57.0)
No.46 山口 (49.2) 山口 (51.2) 山口 (49.9) 山口 (52.3) 鹿!尼島 (56.8) 鹿児島 (57.0)
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Dj二 L (fkq ktjkmjk ) (6・1)
k 
ただし，kは CO2の排出と関連する原燃料の種類，Jkは CO2排出係数(t-C/l07kcal) ， qkは発熱量
































農林水産業 5，496，883 74.6% 
鉱業 296，745 149.1% 
食料品 4，262，594 -29.7% 
繊維製品 1，465，840 43.7% 
パルプ・紙・木製品 8，089，911 -30.9% 
化学製品 19，964，459 -19.5'% 
石油・石炭製品 14，600，065 12.5% 
窯業・土石製品 24，126，130 -3.5% 
鉄鋼 39，633，622 12.5% -4 .8~/o 
非鉄金属 1，665，651 32.4% 
金属製品 1，059，437 -18.2f!/o 
一般機械 850，768 -16.8% 
電気機械 1，113，095 14.2% -4 .0~/o 
輸送機械 1，379，007 42.7% -4.8% 
精密機械 118，608 -8.2(% 
その他の製造工業製品 1，797，188 -7.2% 
建設 4，390，167 19.1% 



































































直接測定値の系統誤差をs.XJ， s.X2'・ ，s.Xnとするとき，間接測定値 Xの系統誤差ムXは，式
(6・10)から求めることができる口
，1x = L(勾/δXj).1xj (6-10) 
先と同様に，式(6・2)より原単位向の系統誤差ムejは式(6・11)から決定される。






ej -2.58σ[ej 1+，1ej < e~eal < ej + 2. 58a-[ej 1十位1 (6・12)
Min( e
j












Mr = LPj，1e， (6・15)




































本平均とした場合，r銑鉄」部門の原単位 e1而は，図 6・4のように3版の原単位では 22.084(t-C/百万





表 6-2 1995年 CO2排出原単位(t・C/百万円)の信頼領域(一部抜粋)
手Dコ=r蔀問蕃写 蔀問~ 環軍1歪 F目菊誤差00 σ[e] L1e 
181101 99 パルプ 2.738 -17.4 '"-22.7 0.212 0.073 
181201 100 洋紙・和紙 3.040 -25.0 '"-29.5 0.321 0.069 
181202 101 板紙 3.249 -25.1 '"-30.1 0.347 0.082 
201101 111 アンモニア 10.204 -31.8 '"-42.3 1.467 0.534 
201102 112 化学肥料 2.221 1ー5.1 '"-22.6 0.162 0.083 
202101 113 ソーダ工業製品 4.793 -16.6 '"-20.9 0.349 0.104 
203101 118 石油化学基礎製品 5.100 9.1 '"-65.6 0.558 1.904 
203102 119 石油化学系芳香族製品 5.093 -6.6 '"-57.0 0.628 1.284 
203201 120 脂肪族中間物 3.908 -9.3 '"-30.9 0.304 0.422 
203202 121 環式中間物 3.606 -2.9 '"-32.8 0.250 0.539 
261101 166 銑鉄 26.754 -17.5 '"-22.6 2.076 0.686 
261102 167 フエロアロイ 9.656 -14.7 '"- 19.2 0.633 0.217 
261103 168 粗鋼(転炉) 13.035 -16.9 '"-21.7 0.975 0.314 
261104 169 組鋼(電気炉) 3.835 -6.5 '"- 11.5 0.134 0.096 
262101 171 熱間圧延鋼材 7.037 -13.5 '"- 18.9 0.442 0.188 
262201 172 鋼管 3.992 -10.9 '"- 17.4 0.219 0.129 
262301 173 冷間仕上鋼材 4.270 -10.8 '"-16.9 0.229 0.129 
262302 174 めっき鋼材 2.661 -7.2 '"- 14.4 0.11 0.096 
263101 175 鋳鍛鋼 3.420 -7.0 '"- 13.9 0.139 0.119 
263102 176 鋳鉄管 2.823 -8.8 '"- 15.2 0.131 0.091 
263103 177 鋳鉄品及び鍛工品(鉄) 4.525 -9.3 '"- 16.7 0.228 0.166 

















列コード 部門名 生産額 原単位 相対誤差(%) t1 [e] L1e (百万円) (t-C/百万円)
151102紡績糸 0.0057 1.104 -11.5 '"- 19.4 0.066 0.044 
161102合板 0.0000 0.675 -3.5 '"- 14.9 0.024 0.039 
204101熱硬化性樹脂 0.0039 2.407 -4.2 '"-21.3 0.119 0.206 
204102熱可塑性樹脂 0.0076 3.438 -0.9 '"-32.8 0.225 0.548 
204109その他の合成樹脂 0.0008 3.488 -11.2 '"-26.2 0.253 0.263 
207201塗料 0.0053 1.359 -0.3 '"- 17.5 0.047 0.117 
23日01タイヤ・チュー ブ、 0.0155 1.440 -3.0 '"- 15.5 0.052 0.090 
251101板ガラス・安全ガラス 0.0283 1.512 -3.7 '"-9.0 0.037 0.040 
261101銑鉄 0.0003 26.754 -17.5 '"-22.6 2.076 0.686 
262101 熱問圧延鋼材 0.0462 7.037 -13.5 '"- 18.9 0.442 0.188 
262201鋼管 0.0017 3.992 -10.9 '"- 17.4 0.219 0.129 
262301冷間仕上鋼材 0.0079 4.270 -10.8 '"- 16.9 0.229 0.129 
262302めっき鋼材 0.0177 2.661 -7.2 '"- 14.4 0.11 0.096 
271101銅 0.0035 1.383 -22.3 '"-28.4 0.136 0.042 
271102鉛・亜鉛(含再生) 0.0007 2.555 -23.7 '"-31.2 0.272 0.095 
271103アルミニウム(含再生) 0.0352 1.643 -25.3 '"-30.5 0.178 0.043 




























3) F町山oltラE.(1995)， Life Cycle Assessment of Gasoline and Diesel， Resources， ConselVation and 
Recycling， 14， 251・263.
4) Kimヲ S.，Hwang， T.， Leeラ M.K. (1997)， Allocation for Cascade Recycling System， Int. J. L(fe 






7) S品calラS.，TannoヲS.，HondoラH.(2000)， Uncertainty Analysis for I10 Analysis Using Pcrturbation 
Method， Proc. 4th Int. Conf. on EcoBalance， pp.181-184， Tsukuba. 


























































~l]7JIJで、は「運輸」部門が 61 0/0と大きく， r電力・ガス・熱供給」部門の寄与は 7%にとどまったO また，誘
発部門別にみると「運輸J部門， I建設」部門に続き， I食料品」部門の寄与が大きく， 60/0に上ることが
わかった口最終需要部門では， I輸出」需要が 370/0に相当する No."排出を引き起したことが明らかに
なったO
So."排出量は総計で 185万tと計算され，燃料種別では B.C重油が 67%を占める結果となったD
また， I運輸」部門が直銭排出量として 52%の寄与を示した。排出を誘発した部門としては， I運輸J部
門はもとより， I建設」部門および「食料品」部門に対する需要もそれぞれ 9%，70/を占めることがわか
ったO 最終需要部門別では「民間消費支出」により 310/0，I輸出jに関する需要が 47%に当たる排出
量を引き起すとしづ結果を得た。
人為起源の一次粒子を対象とした PM排出量は34万tとなり，そのうち，固定発生源から470/0，移
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